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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究はタンデムミラー実験において，サーマルバリアー電位の形成機構を初めて明らかにした事が非常
に重要な点である。タンデムミラー型核融合実験においてはプラズマの軸方向閉じ込め時間を改善する為の
静電位形成が重要な研究課題である。しかしプラグ部の電子の選択的な加熱を効果的に行う為のサーマルバ
リアー電位は当初理論的に予想されていた機構とは異なり，プラグ電位形成に伴って自然発生的にサーマル
バリアー電位が形成される事が実験的に確認されている。さらにサーマルバリアー電位に捕捉されているイ
オン密度は中央ミラー部イオン密度に比べて約一桁低くなっている。これらの実験事実は，サーマルバリアー
部のイオンに対して大きな径方向損失の存在する事を示唆している。本研究ではサーマルバリアー部のイオ
ンの径方向損失が，実験的に計測されているプラグ電位の非一様性に起因すると考えて，その機構の解明を
行った。まず実験的に計測されているプラグ電位の非一様性を考慮した新古典拡散方程式を導出した。この
方程式は非一様電位中の粒子の方位角方向ドリフトの効果を取り入れた新しいものである。しかし，計算に
よると，サーマルバリアー電位形成を引き起こすほどには大きなイオン径方向拡散を引き起こさない事が明
らかになった。その為に次に行った事はエンドミラー部内の全イオンが拡散に寄与する機構の発見である。
これは電位内を往復運動するイオンがストキャスティックな径方向拡散をする為の条件とそのときの拡散係
数を導出する事が研究課題となる。この為にイオンの径方向の運動に対する写像方程式を新しく導出するこ
とで，拡散の研究を行った。その結果，GAMMA10 で計測されたプラグ電位の非一様度がサーマル電位を形
成するのに充分の大きさのイオン径方向拡散を引き起こすことを明らかにした。以上の事は GAMMA10 の
今後の実験に大きな貢献があるのみではなく，同様の電位閉じ込めを目指すタンデムミラーの電位形成機構
にも適用でき，タンデムミラー型核融合研究の進展に大きな貢献をしたと評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
